




ま　　　え　　　が　　　き

昭和38年度における当所管内の繊碓業界は1部を除き総体的にみて好調だったといえるで

しょう｡

金融引締めの強化に伴う倒産や整理統合という悪状態もみられず堅実な企業の歩みを続け

ることが出来得ましたことはよろこぼしいことです｡

業界においては企業の合理化､設備の近代化､技術改善､に併せて厚生施設の改善をは

かり人材の確保につとめる等1ヶ年を通じてあわただしい年ではありましたが前進えの基

盤が確立されましたので力強く思っています｡当所は､全業界の良きサービスセンタ-と

しての､使命達成に全職員とともに総力を結集して､新製品の創案による新販路の打開と

加工技術の高度化による優秀製品の生産をはかるべく努力しています｡

内部においては技能認定制度の講習会を開催して､中堅技術者の養成につとめるととも

に業種別研究会や講習会の開催により業界の総合的な技術Z)高度化をはかり巡廻指導の徹

底と相侯って施設の整備と技術陣容の酎ヒにっとめ積極的な指導育成に乗り出しています

さらに今後に対処すべく総べての面について再検討を加えより良き高度な業界の指導機

関として貢献することを誓う次第です｡

ここに､集録いたしました業務を御一覧賜り御支援御鞭捷をお願いいたします｡

昭和39年3月

滋賀県繊維工業指導所
●

所　長　小　　川　　藤　　蔵



Ⅰ試験研究に関する事項

Ⅰ- 1部分整経糊付ならびに樹脂加工機についての研究

1.緒言

細物生産=程中準備=矧ま基礎工程として重

視せねばならないが､全般的に軽視されている

頗向がある｡特に糊付工程は織物製織上必要欠

くことの出来ない工程であって､この工程の優

劣は直ちに品質並びに能率に影響し､その工程

の重要なことは申すまでもない｡

かかる見地から中小企業向き合理的なコンパ

クトシステムの自動糊付並びに樹脂加工機を考

案し業界振興に役立たせよう･と完成したもので

ある｡

本機試作後､絵ゆる繊維に適合するか否かを

検討しつつあるが､ほぼ見通しもついたので､

ここにその大要を発表し､読者各位のご批判を

求める次第である｡

2.糊付(樹脂)加工の概要

糊付の目的とするところは製織時における安

易さと品質並びに能率の向上にある｡

大工場においては､ホットエアーやスラッシ

ャーサイジング機を設置して極めて能率的にサ

イジングを行ない､均一製品の高度化をはかっ

ていちが､中小工場においては､現在において

すら､紐糊付やツボ糊付を行ない非能率的な作

業工程を余儀なくされている｡

当所がここに､旧来のカラを脱した新しいセ

ンスのもとで､既存部分基経機に直結する糊付

および樹脂加工機､を製作した｡

3.糊付装置

1)クリールを出た､糸はサイズバット入口

に設けられた櫛aを通り一定巾､一定間隙に並

列せしめ､ 500¢×700しのアルミ製(表面ラッ

カー焼付)ガイドローラーb､ bL上を通る｡

これは両端ホールベア))ングにて支持されてい

る｡以下ガイドローラーはすべて両端ボールベ

アr)ング支持である｡ b､ b′間の上にはガイ

ドロ-ラ-と全く同様のテンションロ-ラーC

が設けられており､クリールより引き出される

テンヨンを調整する｡

2)ガイドロ-ラーdは754,×700Lのアル

ミ製(表面ラッカ-焼付)である｡

3) dを経た糸は100¢×700しのステンレス

製(SVS-27)インマ-シヨンロ-ラ-eに

よりサイスバットbに挿入される｡

4) hにて糊付された糸はポットムスキーズ

ロ-ラ-fと､ラバースキーズロ-ラgにて絞

られる｡ fは､ L40¢×700しのステンレス製(

SVS-27)で両端ボールベアリング支持とな

っておりサイドシャフトnおよびベベルギアに

より整経機､シリンダー(r､ r')とともに

積極的に回転する｡ gは130¢×700しの鋼管面

ラバー巻(ゴム硬度400)両端ボールベア7)ン

グ支持でローラーは自重40時､さらにiにより

10Kダ荷重可能であるo　ローラーの昇降は手動式

である｡

5)サイズバットhは内側1､5肘厚ステンレ

ス製内張り､外側鉄板､容量40Cとする｡液面

は常に一定なるよう図ってある｡

6)キヤビチ-ボックスは内側0.5桝厚ステ

ンレス張り､外側鉄板製､容量452で間接蒸気

パイプで糊を案くC　またミキサ-が取り付けら

れ糊液を擬拝煮沸すると､ともに3iPモーター

直結型のロ-タリーポンプによりキヤビチ-→

ポンプ-,jJ-ヤビチ-及びキヤビチ--ポンプー→

サイズバットと糊紋が循環する｡

7)フレープおよびステーは型鋼およびパイ

プステ-製である｡

- 1-



ワイドシャフト

17.日　面　ta

+iL++ 
＼up 劔剪� 箸� 夢� ��� ��-uu/′u/'U'`′'C型i汁ラムヽ - 劔∫ 剪� �� �� ���o'r.贈与L, �8��ttJ歪li胡 
･ワ リ 1 ル リ �� � 凭h il ∴ ` 】 剪� 勁一一∫T.■ LT..I フJT.ン 7トn 

! {_i I �� ��剿ﾆﾅ��ﾒ耡���ﾓ｢�7H4�92�ラj=I一夕-e ⊂=〉 ⊂P ⊂:⊃ i.ワイト,ヤ 

l 

･Jl 4860 

-2-

4.乾燥装置

1)第1乾燥はホットェア一方式とし､チャ

ンバーK内にラジエーターCと直結式フアンm

m′)により室長2000L全面に直角にホットエ

アーを噴出せしめるD

2)第1乾燥室Kは石綿､ロックウ-ル､ハ

~ドボードにより保温し､糸の進行位置上部に

は耐熱ガラス入り窓を設け､室内の糸の観察を

容易にし∴また取りはづし出来るようにした｡

エアーの一部は室前後より脱出せしめるが一部

は室の両サイドより循環するよう設計してあ

る｡

3)第1乾燥を出た糸はガイドローラ(0､

0′)､テンションロ-ラ-Pを経てガイドロ-

ラ一gより第2乾燥都へ進行する.これは5704,

×700し､ 1.5mm厚ステンレス製(SVS-27)

ステムンシリンダー(r､ r′)で､使用圧力10

晦/C,i､サーモマスタ- (0-220Bc)を取り付

け温度請節を行なう｡シリンや-南端はボール

ベアリンク支持で､ポットムスキーズロ-ラー

と同様､サイドシャフトよりギアーを経て積極

的に回転する｡ホットムスキ-ズロ-ラ-とシ

リンダー間の糸のテンションは､サイドシャフ

ト上に設けられた段プーリ- (y､ y′)によ

り認整することが出来る0

4)サイドシャフトは部分整経機より回転を

伝動せしめる0

5)フレームおよびステ～は型鋼､第2乾燥

は開放型であり､その前後に75¢×700しのガ

イドローラー(Q､ S)を設けてある

6)第2乾燥を出た糸は50¢ ×700しの鋼管製

(表面クロムメッキ)ガイドローラ-(T､T

′) ､および20¢X700しの鉄製(表面クロムメ

ッキ)テンションローラ-FL､ 254,×900L鋼管

製(表面クロム*ソキ)デハイジンクロット(W

′､ 帆.ソ′､ W′′′)を経て糸は個々に分離され櫛
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a′を通って綾取歳に導かれる｡またガイドロ

ーラ-T上には押えローラーVを設け､デバイ

デイングによる切断糸が第2乾燥へ逃げるのを

防止している0

5.巻取装置

乾燥後､綾取麓､前歳を通過し部分整経機に

巻取る｡巻取速度は整経機原動に付設した無段

変速機を使用する｡その速度は10-40m/min

である｡また整庫ドラムに措かれた糸層により

糸の速度が噸次変化するため､整経ドラムの回

転速度を噸次変化せしめるよう別に変速機を付

設してある｡

6　起動および伝導装置

動力は2IPモーターを使用し､整経機スイッ

チにてギアーサイドシャフトと伝動し各装置

が積極的に同時に作動し得る｡

実験の要領

本機の操作に当っては部分整経機の運転と同

時にサイドシャフトよりシリンダー､糊付ロー

ラーが積極的に回転しクリールより引き出され

た轟糸は細楢､絞リロールを経て第1第2乾燥

室へ入る｡乾燥の温度は糸の種類に応じて適当

に調節する｡乾燥後3本のロットにより糊付糸

を分離せしめ歳を通して部分整産機に巻き取っ

て行く｡

本磯の性能

特徴として挙げることが出来る点は､

A安価にして据付面積が少ない｡

B毎分10-40m/minの糊付が可能であり､織

物巾に関係ないo

C取扱い容易で乾燥も良好である｡

D糊付糸として､綿､ス7､人綿とあらゆる紡

績糸に適用し得るo

E簡易な樹脂加工等も行ない得る(糸の樹脂

加工)

(uL y　頭　l　-

〔o/o)*･満%.7-

∧U o･b　　　　　　　4 ○　プアニr:iL

x　　77⊥2ナ

偲用

0　10　20　30　40　50

→　晴　間　(分)

第2区l乾燥管内温席上覇と晴間の和泉

ー.ヽ〕

3

0　　　　59　　　00

10　　　　　20　　　　　3〇

･-　ヤーンスピード(n/m;,I)

第3匿!ヤーンスピードし含水雫

7　結論

コンパクトシステムの部分整産糊付(樹脂)

加工機を完成したが､要は中小企業の工場に適

合する合理的なサイジング機を完成することに

あった｡

本機を使用すれば総ゆる糸がサイジングまた

は､樹脂加工することが､出来るが今後の研究

としては､より能率的な高能率のマシンにする

ことを課題に残し､さらにより良き結果を生む

べく､たゆまざる努力を傾注し､少しでも多く

業界振興に役立たせたいと願い誓っている次第

である

(帝人タイムス｡樹脂加工に掲載)
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Ⅰ-2　合成繊維和楽器用絃の物理的性質に関する考察

1.緒言

和楽器用絃としては従来座繰々成生糸を撚合

し､硬化処理を施したものが用いられ､その美

しい音色が親しまれてきたが､本研究は合成繊

維の持っ特性が和楽器用絃として､いかなる音

響効果を発揮し得るかについてその二､三の物

理的性質を琴糸により考察した｡

2　実験の方法

(A)絹製琴糸

座繰々成生糸125dlO本を撚程度290 T/MZで

撚合し､水に浸せき後これを4本合糸して256T

/MSの上撚を施し､ 10min熱湯した後餅米樹

液で10min煮沸後延仲状態自然乾燥したo　その

間仕上柳として餅米糊を表面に塗付し乾燥仕上

を行う｡

(B)ナイロン製琴糸

ナイロン糸210d9本をLF撚数242T/MZで撚

合し､合成乳化重合樹脂で加工後4本合糸して

200T/MSの上撚を施し､熱硬化性樹脂によっ

て延仲状態で常法硬化仕上を行なう｡

(C)テトロン製琴糸

テトロン糸250d16本を芯糸とし､テトロン

糸250d16本をもって組紐状に編組被覆を施こ

し､熱可塑性ナイロン樹脂によって延仲状態で

1　常法硬化仕上を行なうo

2　試験項目および方法

(A)切断強力

島津製オ-トグラフで容量100極､試長30cm

･引張速度30m/mlnの条件で軌定した｡

(B)水分率

試料を20oC65%R､ Hの状態で24時間放置し

た後水分率%を算出した｡

(C)緑密度

試長20cmの試料を化学天秤を用いて重量を削

り線密度g/cmを算出した｡

(D)ヤング率

島津製オ-トクラフ,=p用い､ 0時から20k絹

で5kg間隔に荷重を加えたときの伸びをAEJ定し

ヤング率dyne/C滋を算出した0
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(E)伸長弾性率

島津製オートクラフを用い､実際架絃張力に

近似な試長30cm6.7% (2cm)をもって連続10回

反覆仲長し､ ､その伸長反整曲線から伸長弾性

率を算出したo

(F)音色

3種類の試料ごとにあらかじめ13線琴に仕掛

け､ 3種の音階を試奏しこれを録音した後､録

音再生をシンクロスコ-プによって観察した｡

3.結果および考察

3種類の試作試料物性試験の結果は第1表に

示し､実際的に13線琴に仕掛演奏した結果をあ

わせ考察すると次のとおりである｡

第-1表

二＼誓＼B:iiZS
切断強力　kg

水分率　%

線密度

絹製琴糸;F表音義

26.0　㌻　32.5

12.5 i　　4.8

5
5_i:

310541a
一

dJ

521
｢⊥

十ンク率dyme/cn;212･52× 1011≡2.46× 1011･2.72 x 10.′

伸長弾性率%当　56･3, 90･7貞　47.0

f;.q第1回伸長時の伸長弾性率

合成繊維製の琴糸は絹製琴糸に比較して､非

常に大きな切断強力を示し耐久力がすぐれてい

ることが推察されるが実際的に各々の試料を､

連日碍秦使用した結果､絹製琴糸は15日間で使

用不能となり音階調整中や､演奏中に切断する

ことがしばしば発生するが､ナイロン製および

テトロン製琴糸は6ケ月間ほとんど切断するこ

となく､反覆緊張振動に耐えうることが明らか

になった｡
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水分率の測定結果は合成繊維製琴糸に対して

絹製琴糸は約2倍以上の数値を示している｡こ

れは大気中の温混要変化により絹製琴糸は乾の

弛緩緊張の差がはなはだしく常に音階の調整を

必要とするが､合成繊維製琴糸は吸湿性が少な

く温凍要変化に伴う影響はないものと思われ

る｡

絃の線密要は振動数を定める重要な要素であ

るが､絹製琴糸は1.405g/cmと大きい値を示し

ており､次にrイロン製琴糸が2回にわまぶ樹

脂加工のために比較的大きい値を示している｡

綿密安が大きい時は心要な音階を得るための紋

の張力も大きく､琴の音に適当な音波の減衰時

間すなわち余韻にも影響するものと考えられ

るo　この優雅な余韻を解析するためシンクロス

コープにより減衰時間を測定した結果が第1回

である｡

音波の強さおよび減衰時間は演奏者の勘によ

る差異が多少吉日智しているものと思われるが､

3種の音階について観察した結果は､合成繊維

製琴糸は絹製琴糸に比較して一般的に減衰時間

が長く余韻が多いということができる｡しかし

ながら人間が感じる苦馨効果は心理的生理学的

要素も加味され､かっ正弦波に対する高誼波の

持続時間も影響するものと考えられシンクロス

コープに表われた減衰時間がすなわち聴覚に与

える残苦効果と解することはできないであろ

つo

琵LT,疲労性は長時間D演奏中常に一定音階を

保っために必要なことであるがテトロン製琴糸

及び絹製琴糸はヤング率が高く､伸長弾性率に

乏しいためナイロン製等糸に比較して百倍調整

が必要であろう｡また一定緊張状態の弦を振動

させる場合の疲労性を観察するため測定した結

果が第2図の反覆伸張弾性率曲線である｡
J/f張力のもとで反擾回数10回後2)伸張弾性

率低下割合は絹製琴糸34.3%ナイロン梨琴糸12

･4%､テトロン製琴糸22.0%となりナイロン製

弦射中馬回復が極めてよく長即日の演奏に対し

ても常に一定LTJ振動数と音色を得ることができ

るのに反し､綿製およびテトロン製弦は伸張回

復性か劣りひずみ回復性が劣りひずみによる弦

の伸び現象が生じ音階変調'T,補正,=p行わなけれ

ばならないものと考えられる｡

次に音邑の測定については各々の試料につい

て3種類の音階を試奏し､その音波の形状およ

び減衰過程をシンクロスコ-プに映し観察した

結果は第3図のとおりである｡
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絹製琴糸は十イロン製およびテトロン製等糸

に比較して極わめて複雑な正弦波および正弦波

の重なり合いが多く見られ､テトロン製ごまフーイ

ロン製に比較してさらに単純な正弦波形を示し

ているo Lかし人間が音色として感じとる違い

は音響学的要素のタ吊こ心理白tl生理学的な安閑が

加味され判然とした区別ができ得るものと思わ

れるが､従来より絹製琴糸J)音色が俗に丸味の

ある優雅な音/Jl,奏でるといわれる原田が､複雑

な波形とこれが持続時間に基因することは明ら

かである｡このように転換した波形を提供する

要因として繊維構造の他に座繰々成生糸は強伸

度､繊度の偏差が非常に大きいことをあげるこ

とができる｡一万合成繊維製琴糸は比較的均一

なフィラメントにより構成されており単純な正

弦波形を示したものと考えられる｡さらに演奏

中の弦と爪による摩擦音は撚合による弦表面の

構造から絹製およびブイロン製琴糸は近似の音

色を英でるが､編組被覆したテトロン製弦は円

滑な表面のために音波の捌房が得られず和楽器

用弦としては弦構造を考慮しなければならない

と思われる｡

4.総括

絹､ナイロン､テトロンの各糸で琴糸を試作

し､その物理的性質について比較検討した結果

次の結論を得ることができた｡

1.合成繊維製琴糸は吸湿量が少なく大気中

の温湿度変化により音階調製の必要がなく､ま

た長時間の使用に耐え得る強力を保持している

2.絹製およびナイロン製琴糸は緑密度が大

きく一定音階を得るための藍張力は大きいが､

高調波の持続時間から優雅な余鶴が得やすい｡

3.ナイロン製琴糸は弾性回復にすぐれた長

時間演奏に常に一定音階を保持することが推察

され､これは繊維の伸長弾性および弦の構造に

影馨されるものと考えられるo

4･琴のもつ優雅な音色は各琴糸がもつ複雑

な正弦波および正弦波の轄較程度およびこれが

持続時間によってある程度特徴づけられている

ことが推察できるが､その波型分析音響効果に

ついては他の要因か多く今後の研究課題とした

い｡

なお木研究に際し九三楽器糸店橋本太雄氏お

よび新日本電気株式会社研究部の方々の協力を

得た｡ (繊維学会誌掲載)

I-3　敷布の実用的性能に関する研究

1･要旨　　　　　　　　　　　　っいて､その実朋潤能を中心として消費科学

乎臥蜂巣織およびクレ-j3種類J)敷布に　的な考察を行った結果､ ①平臥蜂巣織はクレ
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-ブに比し強さがすぐれている｡ ①一般に収縮

性は大きくクレープの緯方向は著しい｡ ③クレ

ープは平蔵､蜂巣織に比し汚染安が少なく､洗

浄効率も低い｡ ④洗たくによる強力減少率は織

物組織よりも繊維性能が大きく影響しているが

洗たく回数の増加と共に強力および切断仕事量

は減少する｡

2.緒言

敷布は生活必需品として､古くから人々に用

いうれて釆たが要件としてよごれの吸着性､耐

洗たく性､耐摩擦性等の実用的性能の他に､色

試料番号
密度〔czn/本〕　　番　手〔S〕

(　　　　　-　　　　　′　　　　　　-I --　　　　　-

Wp Wt Wp Wt

No. 1　　29.0

NQ. 2　　22.3

No. 3　　34.7

No. 4　　34.3

No. 5　　37.0

JMo. 6　　32,7

No. 7　　32.7

26.3　　28.9　　　26.9

15.3　　21.3　　　21.3

30.3　　37.4　　　36.1

28.3　　29.7　　　29.8

22.0　　24.0　　　28.3

21.7　　38,0　　　35.7

22.7　　37.4　　　30.6

2.試験方法

①　引張強伸度'i'

長さ200脚､ 50mの試験片を標準状態に放置

し､容量100侮､引張速度200桝/lninのンヨツ

パー式引張試験機にて測定した｡

2　引裂強力①

50×100肋の試験片を標準状態に放置し､ペ

ンジユラム法にりよ測定した｡

3　摩耗強力'D

平面摩耗:一直径120仰の試験片を摩擦速度1

25土5回､抑圧荷重454gNo.400のエメリーペー

パーで摩耗した｡

屈曲摩耗: -カストム式摩擦試験機を用いL

幅25肘､長さ200hmの試験片に引張荷重1360g

､押圧荷重680gも加え､ 25Ⅷ間の距離を摩擦

した｡

4.水分率

擦準状態に放置した試料を1 10oCで4hr乾燥し

恒量を得て算出した｡

5.抱水量昏

棲準状態に放置した試料を35士1Dcの温水に

30min無荷重の状態にて浸せきし､均一に遠心

彩による心理的効果や衛生学的な諸問題が具備

されなければならないものと思考される､本研

究は平織､蜂巣織､クレープの3種類について

その実用的性能を中心として消費科学的な考察

を行った｡

3.実験材料および試験方法

1.実験材料

敷布､ 3種類7試料を分解し測定した結果は

次表のとおりであり､これを試料として実験に

供した

重量〔9〕
10(初

× 10〔Ⅶ

108.7

136.6

使　用　繊

綿

綿

121.1　　テトロン､綿混紡(65:35)

136.1　　　アタリーリレ繊維､綿混紡

125.6
(50こ50〕

綿
126･9　　　　ポリノジック繊維

133･4　アクリ-(gVo驚綿混紡

織　織織　　　プ

巣〝〝　㌃〝

組　平蜂　　　　ク

脱水後重量を測定した｡

6.液滴参透性①

均一な張力下の試料面の1cm上方より0.2ccの

水を滴下し布の表面に吸収されて光の反射がな

くなるまでの時間を測定した｡

7.保温性①

繊工試式保温性試験機を用い､面積120.M､

温度36oCの銅板の真上より20oCの温風を吹き銅

板の温度を1oC下げるに要した時間を瓢定し下

式により求めた｡

t-to

t

× 100-保温率

t :一銅板上に試料をおいた時の秒数

t : -鋼板上に試料をおかない時の秒数

8　収縮性①

棲準状態に放置した試料を250悌×250nmに調

整し､水浸せき法､石けん液法により収縮率を

求めた｡

9　汚染度合

力-ボンブラック0.69､牛脂1g､流動パラ

フィン39､四塩化炭素8009の汚染液4009中

に一定大きさの試料を入れ､ 15s e c毎に反転

-8　-

するようにし1･5min浸せきして後風乾す

る､分光光度計にて反射率を測定し汚染度を

算出した｡

10　洗浄効率②

汚染度測定に用いた汚染布をマルセル石けん

0･5%液中に浸せきし40oCにし15ml n間ラウ

ンダ-オメタ一にて洗たく後200ccの水に

て15m i rl間水洗し風乾した､分光光度計にて

反射率を測定し洗浄効率を算出した｡

11耐洗たく性

容量33 iの渦巻自動反転式の家庭用電気洗た

く機にて市販家庭用洗剤0.5%液22iにて同一

条件で10mi n問洗たく後､同量の水で水洗し

脱水後乾燥した｡同じ条件をそれぞれの回数反

零した後席準状態に放置し強伸度を測定した｡

12　切断仕事量㊤

強伸度曲線の示す仕事量を上記耐洗たく性の

試料の強仲度測定用試片10ztd × 100桝の有する

重量から単位重量に対する値に換算した

4　結果および考察

1強さ

各試料の引張伸度および引裂強度を測定した

結果は第一表に示す通りである｡

第1表

i二r.こ]墨こ■､.I

番号　′苛㌻旬丁 三三日
1-174--71-002-｡｡豊洲131--04-002--3慧14-7120　6　8　3　5　6　11492911器17353600237143316121718ー52cOo233829413919161752003L∂1394144483736351　2　3　4　5　6　7必

クレープは平織､蜂巣織に比し経緯方向共に

引張強力が小さく特に緯方向は強撚糸を使用し

ているため著しく低い値を示している平織､混

紡蜂巣鰍ま経緯方向の強力差が僅少であるが

N｡･2は緯方向の強力が少ない､これは織物密

度に原因しているものと思われるB各試料間の

強力差は使用番手､密度､加工法が異なるため

単純な比較は難しいが合繊混紡は比較的強力が

大である｡伸度は経緯方向共にN0.3が大きく強

敬性に富んでいることが考えられる｡またクレ

ープは緯糸強撚糸のために収縮し伸びが大きい

･引裂強さにおいてはNo･2が経緯方向共に著し

く大きくNo･3､ No･4は約半数以下の強さであ

るDまたクレープは更に低い値を示し強さの点

では好適とはいえない｡

2　摩擦耐久性

摩擦に対する耐久力として､屈曲摩私平面

摩耗を測定した結果が第2表である｡

屈曲摩耗強度は蜂巣織に比し､クレープは_

殻に低い値を示し特に緯方向は著しく耐久性に

欠けているoまたNo･2､ N0.3は非常に大きい値

を示し耐久力に富んでいることが推察できる｡

平面摩耗は全試料共に大差は認められないがわ

ずかにクレープがすぐれている.これは織物の

表面構造が凸凹であると共に生地の伸縮性が影

響しているものと思われる｡

第　2　表

屈　曲摩耗

群断　#FLwT

1　2　3　4　5　6　7必 4 85　　　　862

623　　　　216

822　　　1306

254　　　　252

508　　　　　96

65　　　　　21

387　　　　100

耗
苛-0-5- 7-2-｡｡6糾

l

辛

3.収縮率

洗たく収縮率は製品の形態保持に重要な事柄

であり測定した結果は第3表の通りである｡

第　3　表

収　　縮

試料番号　　石　け　ん

率　〔%〕

求

町Lv　--両耳一＼ー~~両＼

A; 1　　　2.5　　　6.0　　2.14

2　　　　6･3　　　7,5　　6.3

3　　　　2.0　　　1.8　1.6

4　　　　5.7　　　6.3　　2.3

5　　　　5.35　　32.2　　4.15

6　　　10.0　　　44.8　10.0

7　　　1.0　　　9.0　1.0

53　3　0　3　3　9　06612292 16

収縮率は織物仕上法によって左右されるが､

No･3は118-2･0%で特に収縮率が少ない｡一般

に経方向に対して緯方向の収縮率が大きく特に

-9-
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クレープは著しい結果を示している｡ N(I.7は防

縮加工が弛されているが緯方向の収縮率は平織

､蜂巣織に比し大きい､一般的に敷布は収縮率

の大きいものが多く外観的な収縮変形が大きい

ことが考えられる｡

4　吸水性

吸水性は人体の分泌物を吸収保持し､人体に

快適な感じを与える重要な事柄であり､吸水性

には速度と量が問題になると考えられ披滴彦透

速度､抱水量､水分率を測定した結果が第4蓑

であるD

一般にクレープは乎織､蜂巣織に比して彦透

速度は良好である｡しかしNr'.了は仕上加工法の

相違により渉透性が低く吸汗速度が小さいもの

と思われる｡抱水量はクレ-プが水分率に余り

関係なく晴々同程度を示しているのに対し平織

蜂巣織は水分率と同じ傾向を示しているo　この

ことから綿使用敷布はいづれの組織においても

吸汗速度が速く抱水量も大きいため不快指数が

小さいということができる｡

第　4　表

試料番号　彦透性〔sec〕

A;0. 1　　　　　9.1

2　　　　　　7.5

3　　　　　30.3

4　　　1min以上

5　　　　　　3.0

6　　　　　　1.5

7　　　1min以上

抱水率〔%〕水分率〔%〕

72.8　　　　　8.3

112.0　　　　　9.0

47.0　　　　　5.1

63.0　　　　　5.3

76.0　　　　　7.6

75.5　　　　13.3

74.4　　　　4.5

5　汚染度および洗浄効率

敷布は人体の分泌物という形のよごれ粒子を

よく附着することが望ましぐ快適さと衛生が要

件であるため､よごれやすくかつ度々の洗たく

に対してよごれが落ちやすいことが重要である

と考えられ､測定した結果が第5表である｡

第　5　麦

試料番号　汚染度〔%〕

.砿　1　　　83.5

2　　　　84.0

3　　　　87.5

4　　　　82.0

5　　　　81,0

6　　　　74.5

7　　　　81.7

洗浄効率　　原布反射率
〔%〕　　　　〔%〕

58.0　　　　　　74.0

63.5　　　　　　58.0

55.5　　　　　　57.5

49.5　　　　　　57.0

44.5　　　　　　47.0

41.3　　　　　　44.0

44.5　　　　　　44.0

汚染度は織物組織に弟腰されるものと思考さ

れるが､一般に乎織､蜂覚織はクレ-プに比し

ょごれやすい傾向が見られるo　これは織物組織

から繊維間によごれ粒子が抱合されやすいため

と思われかつ織物の仕上剤により空隙の充てん

程度もiTi'3響しているものと思われるo　またN()･6

は汚染度少ない.これは構成繊椎の表面構造が

影響し機械的吸蔵が少ないものと思われるo洗

浄効率はクレープが効果少なく汚染物の脱落が

少ない｡これは洗たく収縮率が大きいためによ

ごれ粒子の離脱が困難になるためと思われるo

N｡｣､ Nn.2は喧々同程度の汚染度に対して洗浄

効率はNn.2かすぐれており､これは織物の枢密

性が影響しているものと思考される｡また合繊

混紡はいずれも洗浄効率が低くよごれ粒子の吸

蔵保持が大きいようである｡

6　保温性

敷布が有する保湿率を測定した結果は第6表

である0

第　6　表

試料番号　A;1 JK2 J左3　Nn4　N15　Nu6　N17

保温率〔%〕 36.1 37.9 32tO 37.2 45･6 44･8 43･8

保温率は生地の厚さ､熱伝導率､密度が大き

く影響するすのと思われるが､一応盛夏用敷布

と考えられるクレープが平蔵､蜂巣織に比して

高い保温率を示している､これはクレ-プの表

面構造が凹凸はなはだしく布と装置の間に含有

される空気量が多いためと考えられる.また吸

水性の良い織糸を用いたものも保温率は高いよ

うである｡

7　耐洗たぐ性

敷布は繰返し行なわれる洗たくに十分の耐久

性を必要とするため測定した結果が第7表であ

る｡

一般に洗たく回数の増加と共に強力は減少し

ているが､構成繊維の種別により強力減少率は

異なる｡ 2回および10回洗たく後の強力差を求

めるとNr).1は7.2-14.5%Nr'.2は13.7-14.5､

N｡.5は21.1-14.0%の強力減少率であるのに対

して合繊混紡のN｡.3は5.26-5.42%､ Nr,-4は4.

36-4.52%と強力減少率は少ない｡ N(I.7は12.3

-22.3%､減少6は21.9-22.5%で最高の強力

-10-

低下を示している｡いずれもクレープは耐洗た

く性に乏しいことが推察される｡

8　切断仕事量

敷布が破断されるに至るまでの難易すなわち

強靭性を判断するため耐洗たく性試験の強伸度

曲線より仕事量を算出して求めた結果は第8表

である｡

切断仕事量においても一般に洗たく回数の増

加に伴い仕事塁が減少し､繊維の疲労傾向が見

られる｡ N0.3は遥緯方向共に高い値を示し強敵

第　7　衰

洗たく回数〔回〕

'吉;I,I; ●1.二､.･''一

･o lIXF

試No2(諾tp

料No 3(wWtp

No 4措ぎ

# No 5(wWtp

号No 6(wWtp

･0 7鐸tp

%I,
iiZ'

T>.
･hh

性に富/1でいることが推察できる｡かつ強仲度

曲線においても他の試料では見られない比較的

明瞭な降伏領域が経緯方向はともにあらわれ丈

夫さをしめしてるN('4のたて方向は仕事量が

大きいが緯方向は約1/2粧変であり､これは織

物伸びの差が現われているものと思われる｡

No,1およびN().2の縫糸方向は略々同程度である

がN‖2の緯糸方向は少ない､これは経方向より

招皐方向の仕事量が多くなったものであり､

平織､蜂巣織と同じような強乾性を有するとい

うことができよう｡

㌦

6訪41%

請
｡1. %ー訴

一%

8訪

44　60　17　67　32　70　qU523　u77　63　38　7⊥7　10　4912213321265515972462692443202郎18823454177　64　79　08　64　22　43

1

48　66　36　28　100　94　3LL,)1021302140322418お60235017646　22　82　　　　　　　　　62　2540　74　05　42　04　86　7388　64　89　08　74　22　43

1

00064901680178-3212723373221172269194615568鵬456246462261658046804488　74　89　08　74　32　53

1

86　22　54　45　47　50　5933　29　71　18　27　08　6112　31　33　21　26　24　15

l‖B2　002　6　　　85　　　6　　　　　86

93　46　37　62　5け-　27　1588　74　89　08　74　32　53

1

8008523349535821322222237312217217519461565.24.32.56.95.36.98845886糾085598　74　89　08　74　33　LL.)3

1

第　8　衰

試料番号〔No〕　1　　　　2　　　　　3

〔kg.cm/9〕耳㌻前一　筋｢打　局㌻1万-

'藁11′ 2　35.1 38.6　30.3 18.6　189　164

4　30･3　35.5　41.5 15.6　148　158

6　33.8　34.5　28.7 17.3　140　160

8　28.8　3.40　27.2 16.6　137　163

10　25.6　34.0　25.0 13.6　142　163

5　総括

平蔵､蜂巣織､クレープの3種類7試料につい

て､その品質,性能を測定した結果､供資料に

ついて次のような知見を得た｡

1乎織､蜂巣織はクレープに比して強度がす

ぐれており､特に引裂強度､屈曲摩耗の耐久力

が大きい､かつ強度的には綿およびテトロン綿

混紡がすぐれている｡

2防縮仕上を施した試料以外ま一般に収縮率

が大きく特にクレープの緯方向は著しい収縮率

4　　　　　5　　　　　6　　　　　7

耶打　苛㌻芯一　軍『『丁　市一両-

67･5　37･0　24･4　39･0 14･4 15.6　29.4　38.6

62･0　33･8　25･1 37･3 12･7 13.2　27.2　33.3

62･5　3715　25･2　3414 12.4 ll.3　25.9　34.9

61･0　32･9　2319　36･8 12.4 12.7　21.8　34.i

59･5　31･8　22･8　37･3 10.7 13.4　24.8　30.5

を示す0

3吸水速度は平織､蜂巣織に比しクレープは

速いが樹脂加工を施したものは挽水性があり吸

水性能は低い､抱水量は平織､蜂巣鰍ま水分率

に略々平行するがクレープは影響少なく略々同

程度を示す

4乎織､蜂栄織に比しクレープは汚染度が少

なくかつ洗浄効率も低い､これは練糸の収縮率

が原因である､また材料的には合繊混紡に比し

洗浄効率が低い｡
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5クレ-プは平織､蜂巣織に比し高い保温率

も示す｡

6耐洗Tこく性は織物組織よりも繊維材料の性

能が大きく影壁しているが､クレープは一般に

強力減少率が大きいoまた材料的には平織､蜂

巣織において合繊混紡の強力減少率が少なく綿

は大きい結果を示す｡

7切断仕事量は洗たく回数の増加に伴い減少

する｡クレ-プは緯方向の仕事量が大きい､ま

た材料的にはテトロン綿混紡が非常に大きい仕

事量を示し強靭性に富んでいるo

(日本繊維消費学会誌に提載)

I-4　白生地正絹縮緬の品質試験について

1.要旨

高級着尺である正絹縮緬の価値判断は人々の

時好や主観的観察による官能検査すなわち外

額､風合､腰､色合い等によりそのほとんどが

評価されているが本試験は消費者の繊維製品に

対する品質要求項目にもとづき最近市販の正絹

白生地縮緬について､その外観性､形態安定

性､衛生的機能､機械的性質等の消費科学的な

品質要求試験を行い高級着尺価値評価の参考に

供する｡

第1表

2.供試料及び試験方法

(1)供試料

市販されている正絹白生地の変り縮緬4種類

と一越縮緬を供試料となし､その品質､性能を

測定した｡織物の構成は第1表の通りであっ

た｡

(2)試験方法

被服に必要な性能は被服又は服装の目的から

誘導されるが本試験では次の項目により着尺用

縮緬の品質を検討した｡
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中中中申

.2828､28遜

作中12度

密　度(杏/cm)

捧　糸　の　撚　数

(T/M)

辞糸の配列噸

(y710×10cm)

厚　さ(m/m)09

1009 /4C滋

圧　縮　比(%)

1 21中u6>!

21中〟7置若H｡> i21中N4

①…1鮎,

㊤21中〟11
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1.40395 1　1.353075

ニー一一一一二i.89 i

流石ケン2%､ソーダ灰0.5%､娃顧ソーダ-1.5%で2時間煮沸後水洗
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抑　外観的性能

硬軟性,･･･.･巾2.54cm､長1.27cmの試料をガ

ーレ-式硬軟試験機により測定

する｡

ドレープ係数--直経20cmの試料を直経10cm

の円筒上に乗せその投影面

積の比で表わした｡

(｡)形態安定性

防しわ性････-巾1cm､長4cmの試料を2つ折

とし､ 5009の荷重を5min間乗

せ､除重5min後の開角を測定

し1800に対する比で表わした｡

伸長弾性.･-･.rT]1cm､長20cmの試片を5%lm

in間伸長し除重1 mln後の長さ

を測定し回復伸長を原伸長との

比で表わした｡

収縮性--･J I SLJO42のA法及びB法

により測定した｡

ぐう　衛生的機能

保温性--･繊工試式保温性試験機で測定し

た｡

通気性--･島津製フラジール型通気性試験

機で測定した｡

汚染性及--･ガ-ボンブラック0.19g､流動

び洗礁効果　パラフィン0.759年月旨0.25g

塩化炭素4009中に一定の大き

さの試片を10mln間浸漬後風乾

し､分光々度計にて反射率を測

定し､汚染度を算出した｡また

この試片を0.5%50oCの石鹸液

にて10min間ラウンダ-テスタ

-にて洗濯し水洗後風乾し反射

率を測定し洗源効果を算出した

吸水性--･･巾1cmの試料を20｡Cの水中に5m

in浸漬し3min後の上昇高さを

削定した｡

⇔　機械的性能

耐摩擦性-･.･カストム式寧擦試験機を用い平

面摩擦はNo600のェメリペ_バ

ーを使用し押圧荷重227 9で行

い､屈曲摩擦は巾2.5cm､長さ2

0cmの試片に引張荷重454タ､押

圧荷重4549で2.5cm間の距離を

摩擦し試片の切断した回数で表

わした｡

引張強仲度･･,長さ20cm巾1 cmの試片をイi/ス

トロン型試験機で20cm/minの

速度で引張り切断した時の強仲

度を測定した｡又同試験機にて

5%伸長を夫々に50.100.150回

反復伸長した後切断し反復荷重

強仲度とした｡

3.結果及び考察

(1)外観的性能

和装用列被として用いられる縮緬は外観が見

た目に感じよい垂れ具合と変形を示し体に適合

した美しきを持たなければならないが､その目

安として測定した結果が第2表である｡

第　2　表

モ二ここ--

試蒜1万向.蘭軟性(野)

No, 1

1

No. 2　-

1

No.3　卜

Wp .　4154

~-I-　　--　-　-　　　　　　--　_

Wt　　　　　4.20

-∩_I__｣　　.-. _____

wp '　4.21

-_rl-____　_　_-一_

wt l　　3.55

`-　`-　　　■　-　　　　　一､-　　　-　- ､ ､･一■ー-

Wp 】　　3.99

Wt I 10.35
----　　--　--　　　-I

Wp　　　　3.55

Wt 1　11.83

Wp　　　　4.05

wt i　　3.67

N(,･l､ No.2及び5は共に経緯方向が近似した

数値を示し柔軟性があるが､ N一一).3と4は産方向

に比し緯方向が異状に硬く､これは結糸の撚数

による糸自体の硬さとこれに付適した残留セリ

シン量の影響が大きいと思われる｡

又Nn･1及び5は違緯方向の硬軟性が少ない｡こ

れは撚糸構造や撚数が経糸使いと調和されてい

るためと推察できる｡

ドレープ性は布の硬軟性と関係が深く経緯の

和と比例しているようである○すなわち最も軟
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いN0.5はドレープ係数少さく他は何れも若干張

りのある性質を示している｡緯方向に硬さを示

したNo.3および4は著しく大きな値を示し､し

なやかさが少ないようである｡また硬軟性が経

緯方向近似した値のものは投影図形にも方向性

が比較的少なく梅花型の丸味のものになって表

われた｡これらの性質は重量や厚さの関係も大

いにあると言われているが縮緬の場合は緯糸撚

糸構造あるいは精練程度によって受ける影響が

大きいようである｡

(2)形態安定性能

装身的要素を持つ衣服が常に安定した形態を

保持することは望ましいことであり､使用中あ

るいは洗濯等による変形を測定した結果が第3

表である｡

縮緬は外被として用いられる関係からしわが

出来ないのが理想であり､且つしわが出来たと

しても回復されることが望ましい｡

第　3　表

収縮率　(%)

常温水け弗とう水
t

性を経緯方向の和で比較すればNo.2､ 5がしわ

の回復性が優れているということが出来る｡

伸長弾性は何れも経方向においては良好な回

復性を示しているが緑方向では相当の差異が見

られ､これは緯糸の撚構造が大きく影響してい

るものと思われるo N｡.5の緯方向は経方向より

大きな回復性を示しているが他の4試料は一

般に小さい｡これは織物構造上の仕上縮みが影

響しているものと思われる｡

収縮性においては経緯共にN0.5が大きい｡こ

れは精練時の収縮が大きく仕上工程で一定巾､

長さまで引き伸ばされ大きな収縮性が内臓され

ているためと思われる｡他はN().5程大きな収縮

性を有する撚構造を持たないために比較的小さ

い値を示している｡沸とう水処理の経方向が何

れも常温水に比し大きい収縮性を示しているが

､これは仕上工程における経方向張力が高温水

で緩和され撚が戻れの現象を生じ収縮を大なら

しめたものと思われる｡

(3)衛生的機能

衣服は皮膚と外気との間にあっては､体内諸

機能にはいささかも支障を与えずして体温を一

定に保たねばならない｡そのためには気温と体

温との温度関係によって熱や塩気を適当な速度

で外部へ導き放散することにより新陳代謝に支

障なきように､また皮膚よりの分泌物や空気中

に浮遊する塵境等により汚染するが常に清浄し

易くまたその作用に対して充分耐えうることが

望ましい｡これら衛生的機能を測定した結果が

第4表である｡

経方向ではN().3が最も良く､ No.5が1番悪い

結果となっており､緯方向ではN0.2が最も良く

､次いでN0,5であり､ No_3､ N().4が悪い結果を

示している｡防しわ性においても硬軟性と類似

した結果を示し硬いものは防しわ性は悪いよう

である｡又織物がしわになっている状態を考え

ると､経緯方向は勿論､バイヤスあるいはこれ

等の結合されたものと考えられるので､防しわ
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-　1-　､_　試料

方｢＼--

項　　　　　　向

日
川Hh

WpW
..川n

WpWtWpW
▲L

W
Wp ど wt

保　温　性(%)

通　　気　　性

cc / m'/see

53.0　　】　　51.7 61.5　　【　　60.6

31.3　　:　　37.4

保温性は繊度､密度､厚さに関連するもので

この場合は略々織物厚さに比例して保温性も良

好である｡ N｡.5はそのシポ立から試料と装置と

の間に空間が出来伝導が少なく高い保温性を示

したものであろう｡また圧縮性の艮いものがほ

ぼ良好な保温性を示しており縮緬においては織

物表面のシポ形状によって保温性が影響されそ

うである｡

通気度は織物カバーファクターによって変化

することが認められているが､ N('.5の通気性が

大きな値を示しているのは経糸又は緯糸が精練

によって生じるンボ立により位置の変化を采た

し凸部は粗に､凹は密となるためその周囲に交

錯の乱れる部分が出来通気性を良くしたものと

思われる｡ No,1､ N0.2はシボ立小さく圧縮性が

少ないため糸間の移動も少なくカバーファクタ

ーによる影響が出ているものと思われる｡

吸水性は繊維自体の吸水とそれ以前に行なわ

れる繊維閣僚間の糸水､糸間の織物水が先行し

てゆくもので繊度､密度によって大きく影響さ

れるが､縮緬はシボ立によって繊維間の圧縮､

糸間の間隙不規則性､撚構造の影響が考えられ

る｡この場合の数値を階級的に分類すれば丁度

小と並との間にあり縮緬の吸水能は大きい方で

ないということが出来る｡雇方向ではNa,5が並

程鼠rh.4が中程度と若干開きがあるが､緯方

向の開差は少ない｡

汚染性についてはN1.5が若干汚れ易い結果と

なっているがほとんど大差がなく洗源効率は50

･3-59.7%でN0.1が良好な数値を示している｡

第2回汚染後の洗濯効率は矧回に比し各試料間

に効果の差が大きくなっている｡これは織物構

造が原因して差が大きくなってくるものと思わ

れる｡

(4)機械的性質

縮桁の選定には一般に整容的方面を主とする

人が多いがこれは自己の乗的感情を満足せしめ

また他人をして好感を起せしめるためである｡

しかし耐久力も考慮する必要のあることは言を

侯たないのでこれらを測定した結果が第5表で

ある｡
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第　5　表

ここ二言-空しj

項　　　～一　向i

Nl. 2　　F Not. 3　1　No.. 4　l Nl. 5

目　ー-FHJJ Wp i Wt i Wp I Wt I wp ･ wt i wp E wt

切断強力(晦) I 23.9

切断伸度(%) r　31.9

23.0 F　14.6

Z∴{:　1二∴･､

33.Oi　30.0

竺土.Llill_ LP3

34.4≠　35.83　35.4
r

-~~-~~- .　~　~~--　~~･-.･.一･.一･.･.･.I ､ -

29.8i　36.4i　34.8

33.51　36.5【　33.6

8･ 〇一=18

竺L 585卓　622

Wp F Wt

_~　二　二　∴∴__　∴
I:... 1:... =i. :.:

33

34

7

[｢引.｢鋸.｢畑｢.rQ1｣か 15.7! 18.8

17.9　　17.9

14.3 1　4.7

14.5　　　5.0

15･6: 1718日3･5! 5･0

こ{1.:i :こ.I .･肌.～ :I.....)

一一一　一　二

重≡二重i二吏
7･5i　5･51 6･0

q一石,'~1万1 ~~~芯

i　97　　7･0

ト--j-
10.2.　7.5

758⊇　588

57.2

59.1

22.3

26.0

26.1

26.8

618　　　856 F　　975 E　　817

49　　1　　　　42

切断強力においては経緯共にNn.5が最小値を

示しN0.4を除き岸方向が緯方向より大きいo　ま

たNo.3､ 4は経緯近似の強力を有している｡強

力は単位当り総合繊安に比例するように考えら

れるが縮緬の場合は精練程度､撚糸構造､糸の

交錯状態により特にシボ立が大きい場合は張力

分布が均一でないため繊度の割合に強力が増加

しないものと思われるG　摩方向でN0..1の単位

当り総合繊度が比較的小であるにも拘らず大き

な強力を示しているのは糸の交錯状態が均衡を

保っているためと思われ､緯方向でN()5が単位

当り総合繊蟹が大きいにも拘らず小さな値を示

しているのは撚構造によるものと思われるo

切断仲度は糸の強伸安､織物構造に影響され

るものと考えられるがN0,5を除き､経緯共夫夫

30-36%と近似した数値を示したが､ Nr)5の経

方向は強力が弱いためか仲度も少ない｡然し緯

方向は撚糸及び織物構造上大きな値を示してい

る｡又強仲変曲線の2次伸長部分のカーブに沿

った直線と仲度軸との交点を夫々の第1次仲度

とすれば､これは織物構成上の仲度となり数値

が大きいもの程伸び易い構造を持っているもの

と考えられ第1次仲度は産方向は略々5-6%

にあるが緯方向はNn.5が22.3%と大きく､産韓

の和を以って考えらればシボ立形状と近似した

債向を示しているo

反復伸長後の切断強力は伸長疲労による影響

が判然と認められなかったが､これは第1次伸

長と繰返し伸長とが近似した値で行ったためと

思われるが相対的に疲労現象があるものと思わ

れる｡又仲度は繰返し回数の増加により増大し

てゆく傾向が見られ､第1次伸長も同様のこと

が言えそうである｡

摩擦耐久性は全体的に低い数値を示し余り良

好ということは出来ない｡平面摩擦ではNq.4､

5が精々多い程度で大差なく､試験装置から厚

みのあるものが良好な摩擦耐久力を示ているも

のと考えられる｡屈曲摩擦ではNn.5が若干良好

な数値を示しているが､切断後の試片はほとん

ど経緯共に糸が移動し1部に塊状となって集合
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したため強く現われたのであろうo LかLNn.1

2は単位当り　繊度も大きくシボ立が少なく交

錯が密となっているためかかる現象は少なかっ

た｡

4.結び

一越縮緬と防縮を主眼とした最近の変り縮緬

について消費科学的な立場から品質試験を行っ

た結果っぎのような知見を得ることが出来た｡

①　硬軟性及びドレ-プ性は撚構造及び残留

セリシン量に深い関係がありかつ経緯の方向性

も現れ易い｡

⑧　防しわ性および伸長回復性は比較的良好

な値を示しているが収縮率は一越縮緬が大きく

､特に緯方向において著しい｡変り縮緬は全般

に少ないが緯方向よりむしろ経方向の収縮率が

大きい結果であった｡

③　保温性､通気性はンボ立および圧縮性が

大きく影響している｡吸水性能は階級的分類で

並から小であり余り大きいといえない｡洗准効

率は汚染回数の増加と共に低下し撚糸及び織物

構造によりその効率差が甚だしくなる｡

①　切断強力は撚糸構造及び糸の交錯状態の

影響が大きく一越縮緬は変り縮緬に比較して弱

いと】いうことが出来る｡また反復伸長後の強力

は繰返し回数の増加と共に減少し仲度は増加す

る｡

第1次伸長は撚数､撚構造の影響が大きいが

ほぼシポ立形状に類似した傾向を示している｡

摩擦耐久力は全体に低い数値を示しており良好

とはいえない｡ (日本繊維消費学会に提載)

以上
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∬　技術指導に関する事項

Ⅰ-1巡回実地指導
~~　＼　　　　　　　月　別　～

項目　　　　-J　4　5　6　7　8　9 10 ll 12

28 8396834 14834

1

20　29　13　4　0　59　3　9　0　0　32　3　　　　　　　　　　　12　4　2　0　(U　31　2　　　　　　　　　　15　6　7　6　0　612131　50　13　4　4　97　3　1　2　0　612137　37　9　5　1　0

12

26　41　3　7　5　75　3　0　2　5　3
っ一　9　　　　　　　2

5　7　9　4　3　22　1　　　　　　　　　　14　9　4　2　0　82127　14　3　5　0　2

1

61 57　70 148　89 119　59 111 70　51 84　71

織物及び製織について

梨林準備について

精練漂白及染色について

整理仕上加工について

意匠図案について

そ　の　他

Ⅱ-2　質　疑　応　答

計321
4　　5　　6　　7　8　　9　10　11 12

96　43　7060　11　33　772　4一l　1　　　　4　128　45　27　7　2　7　5

51

29　40　15　18　0　60　1721　48　11　13　0　34　2325　52　9　7　0　28　71　8　7　3　nU　2　23311･4120　58　20　32　0　17　307　8　7　0　0　3　0

21

別　38　15　16　0　30　17　9　4　6　7　6　834113
g3　22　15　26　2　25　8

朗　12　129　0　4127　3　8　3　01　　1

107-130 121 167 142

織物及び製鰍こついて

製舟準備について

精練漂白染色について

整理仕上加工について

意匠図案について

試験及び品質管理について

そ　の　他

験読頼依3
甘皿

4　5　6　7　8　9　10 ll 12　1

809 598221 65620282 143097201　3　5　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　30　3　8　6　0　1　0　4　0　0　2　6　02　3　4　1　　　6　　　　　　　　　　　　　320　41　49　0　12　46　2　5　1　0　2　8　3

3

2431390445　1　19301g3010　26　43　0　0　3　0　0　0　0　2　9　0

51

15　27　77　0　0　9　0　0　7　1　0　9　0

4　　　　　　　　　　　　　　　　　2

8　3　8　0　0　0　2　0　1　0　4　2　7

4　6　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　5　1

00　8　1　0　0　5　0　0　3　0　8　8　0

47412

19　19　37　2　0　31　1　0　1　0　2　詔　04　3　0　4　0　7　2　0　3　1　2　6　0125113　お　54　0　0　59　2　0　2　2　5　34　04-3　1　0　0　8　0　0　0　0　0　8　0

4　4　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　4

‖H

5　6　1　0　0　2　0　0　0　0　2　6　02　5　5　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　4
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手　度

魔力長度耗畦解計定率度
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厚　　　　　さ

密　　　　　度

牧　　縮　　率

保　　温　　性

舷　雑　鑑　定

顕敏鏡写真
繊維､糸､絹物､精練漂白染
色仕上

染色堅牢皮

定　量　分　析

耕維混周率

工業用水分析
=dih

3　4　0　0　3　0　8　5　0　2　0

ll

1　22　0　0　9　6　1　3　2　4　2

1

0　22　0　0　5　0　5　2　8　0　2

1

3　9　3　0　6　0　6　0　2　1　4

1

0　2　0　0　0　0　7　0　1　2　30　3　0　0　2　0　2　1　6　2　00　2　1　0　4　0　17　5　7　1　2220050　34112　00

‖リ

0　2　0　0　0　0　2　0　0　2　00　5　0　0　3　2　7　9　1　2　3

294　282　260 161 1F6

Ⅰ-4　技術指導の概要

1.特産繊維製品の高度化と指導

本県特産である､ちりめん､ビロード､蚊帳

上布､布団地､綿クレープ､帆布等の高度化を

計るべく品種別研究母体を結成せしめ効果をあ

げた｡

2.輸出向強撚糸織物の試験研究

本県特産クレープの振興を計るべく国と県と

の補助を得て輸出向強撚糸製品の試験研究指導

が一応完遂できる体制にしたのでこれに向って

全力を注いだ､特にこれが先便として精練､漂

白･染色等の研究を重点的に完遂し一応輸出可

能な線まで技術体制を整えた｡

3.化学繊維製品の実用化試験

本県は天然繊維に対する依存度が高いので化

学繊維には転換をあまり希望しない0 -部希窒

者を中心に化学繊椎製品の実用化試験研究指導

329　259　213 235

4　22　0　0　6　06　3 1　0　4　8　0

40　　8

16　27

0　　4

7　　2

0　　2

331　295

9　6　4　d】　1　8　71　15　　　　5　1　1 4

に乗り出したが､その効果はすぼらしく化繊ク

レープシーツ､クレープウェア､ビロード等時

代の要請にマッチすることができたので希望者

も続出の傾向にあり噸次強化育成しつつある｡

4.縫製々品の高度化試験指導

自由化に対処しつつ縫製々品の高度化を図る

べし､個々的な指導育成に乗り出したが相対的

にみて高度化を必要と認めたので講習会を開き

技術の向上を計った｡

5.樹脂加工技術の高度化試験

樹脂加工は時代の流れと共にその活用効果は

顕著なものがあるが､当所においては原糸馴旨

加工の完壁を期し､特にビロードやクレ_プに

ついては格段の効果をおきめたので各品種別に

指導育成しつつ研究を進めてきた｡

灘　その他指導業務に関する事項

Ⅳ-1職　員　の　研　修

職員全般に高度の科学技術,=pT習得せしめ､指

導能力の強化を図らぬば､業界を育成指導する

ことは困難である｡当所は職員を各産地の特産

技術を習得せしめるため派遣すると共に次の通

り研修派遣を行った｡

①　国立繊維工業試験所　　6,ト6.15

繊維製品の物理試験法　　　15日間
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技師　前　川　春　次

繊維製品の染色加工技術　8.5-8.17

15日間

技師　川　添 茂

⑧　大阪府立繊維工業指導所

繊維製品の仕上加工技術　　　7日間

技師補　木　村　忠　義

Ⅳ-2　開放工場の設備利用

開放試験室の設備利用については､業界の自

発的試験研究用として利用させているものであ

り､営業用としては利用させていない｡その利

用状況は次の通りである｡

機械名　　　件数　　延日数

整　産　機　　3　　　6

整凝梯付機　　　2　　　4

ローラ糊付機　　　-　　　　4

Ⅳ-3　研修生及び実習生の養成

管下会社工場の技術者養成は､業界の強い要

望によって実施したが､その効果は直ちに生産

品に直結し又技術的思考に及ぼす影響も大きい

ので次の通り実施した｡

日　時　　研修生　　内容

イクリ一式撚糸機

輸呉撚糸機

管　巻　機

漂　白　機

真空糸蒸機

高温高圧染色機

乾　燥　機

計

6　3　2　2　4　1-1　5

2

2875

4　7　2　nU　7

1　7

819-8･10　長沢市内中学生90名織物　一般

10･19-1217　県下=場技能者66名　〝

10･23-11･1県立短大生　7名紡織試験法

11･6-12･7　　〝　　　2名　〝

3･18　　繊維業者　　60名蔵物　一般

Ⅳ-4　研究会講演会及び展示会

月　日　場所来所者　内　容

5･2ト5･23本所300名繊維器械近代化展

5･22　　" 120　学術講演会

6･20　　　〝　25　ちりめん研究会

6･20　　　〝　70　サイジング研究会

7･15　　能登川　8　図案研究会

む　7125　　"　9　　〝

8･5　　　　〝　　8　　　〝

8･19　　本　所　20　ビロード研究会

9･6　　　能登川　9　座布団研究会

9･9　　　　〝　10　芯地研究会

9･25　　本所25　ミシン取扱講習会

10･15　　　〝　　9　座布団夜具研究会

1023　　　登登用　6　図案研究会

10.30　　　　〝　　　5　　　　〝

ll.25　　　　〝　　26　　　　〝

ll.28　　　本　所19　ビロード研究会

12.5　　　能能川　7　図票研究会

12,6　　　　　〝　　　9　　　　〝

12･20　　　　〝　10　座布団研究会

12･21　　本　所　36　ちりめん研究会

12･25　　　能登川11図案研究会

計　　21回　742名

Ⅳ-5　出　版　刊　行　物

業務報告書(昭和37年度) 150部　　　　　繊指二]-ス

研究会資料　　　　　1 ロoo部

300部

Ⅳ-6　施　設　整　備　状　況

1･試験器械の整備整備した｡

:-:-1‥ -_㍗-l=　二∴- _ ∴-.-I_:
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新設した｡

3.巡回指導車の更新

昭和37年度本所に軽自動車を配置したが､昭

和38年度能登川､高島の夫々支所へスク-クー

†　指導所　に　関　す　る　項

V-1沿　　　革

明治44年4月　滋賀県立長浜､能登川工業試

験場をそれぞれ設立｡

大正4年4月　長浜､能登川南場を合併し､

滋賀県工業試験場とし､能登川に本場を置き長

浜を分場とする｡

大正8年4月　滋賀県能登川､長浜工業試験

場の2場に分割｡

昭和11年4月　能登川工業試験場高島分場を

設置｡

昭和16年4月　能登川工業試験場を滋賀県染

織共同加工指導所と改称､高島分場廃止｡

昭和18年10月　長浜工業試験場を滋賀県工業

試験場と改称､染織共同加工指導所内に併設｡

Ⅴ-2　組　　　織

一庶　務　係　　　　係　長1

-指　導　係　　　　係　長1

一能登川支所　　　　主　任1

-高島支所　　　　主　任1

V一一3　敷　地､建　物

1.本　所　　敷　地　　5,654,00m2

建　物　1,064,00mz

物理試験室　72m2

恒温恒湿室　36m2

化学試験室　5477i

染色試験室　72m2

2.能登川支所(借用)　建　物

事務室

その他

を設置し指導に万全を期した｡

4.掘抜井戸の新設

減水程度甚だしく､試験研究は勿論飲水にも

こと欠くようになり新井戸を抗さくした｡

昭和19年3 ｢~i　染織加工指導所を廃止

昭和21年5月　滋賀県立長浜､能登川商工業

試験場を夫､設置｡

昭和27年4月　能登川工業試験場と長浜工業

試験場を合併し､滋賀県立繊維工業試験場を設

置｡

昭和30年9月　滋賀県立能登川､長浜繊維工

業試験場の2場とする｡

昭和32年4月　長浜､能登川両紙維工業試験

場を廃止｡滋賀県繊推工業指導所を設置し､長

浜に本所を､能登川と高島にそれぞれ支所を惹

くo

主事補2　用務員1

機織､技師2　技師補1指導員2

染色技師2　汽かん士1

技師､ 2

技師1主事補1技師補1

図　書　室　18m2

開放工場　324m2

汽かん室　20m2

そ　の　他　468m2

79.34m2

37.95m2

41.39m2
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31高島支所　　　　土　地　　　157.29m2

建　物　　　　　60.75m2

事務室　　　　19.35mz

恒温恒塩室　　　　21.15m才

その他

Ⅴ-4　主要設備機械

布抗張力試験機　2　電気湯蒸器　　1

糸強仲度試験機　3　熱風乾燥機　　　L

繊度計　　　　5　顕微鏡写真装置一式1

検撚機　　　　4　イオン交換純水装置1

フェードテスター1紫外線物質鑑識機1

草･)-テスタ-　l定温乾燥機　1

検類器　　　　l　織物厚さ馳走機　2

直示天秤　　　1ラウンダーテスターl

ストロボスコ-プ　3　糸抱合力試験機　1

写真引仲機　　1耐水度試験機

オシロスコープ　1化学天秤

テンションメーター5　検尺器

1.4　4

布摩擦試験機　1カストム摩耗試験機1

パイルレカバリン

グテスター1圧縮弾性試験機　1

テユボックス比色計1染色摩擦試験機　1

静電気測定器　1小型布染機　　1

マーネI-試染機　1ストマ～粘度計　1

振桑機　　　　1堅型水管式ボイラー1

迅速水分計　　1小型マンゲル　1

トーンヨンバランスl　表面温度計　　　1

20. 25m2

トルク計　　　　1防しわ試験器　　1

蒸気発生機　　　1力織機　　　　11

(細､ビロード､タオル､自動)

ジェット乾燥機　1準備機　　　　　1式

(撚糸機､管巻機､繰返機整経機､その他)

分析装置一式　　1経メ')ヤス機

噴射式結染機　　1試染用胴釜

水素イオン測定器1経糸捺染機

カメラ　　　　　　1精練槽

顕微鏡　　　　　　5　超音波発振機

糸摩擦抱合力試験機1万能抗張力試験機

光電分光々度計

通気皮試験機

真空糸蒸装置

浄水装置

スクリン捺染機

ローノレ　　〝

自動管巻機

試験用糊付機

湿式輪具撚糸機

保温性試験機

V-5　昭和38年度歳入歳出決算

歳　入

1繰返機

1柔軟度試験機

1張力記録装置

1高温熱処理機

1高温高圧染色機

1ェンボンング機

1漂白試験機

1収縮度試験機

1繰返機

]引揃機

.　　∵..;∵∴ノHL ,～,T∵､㍉､
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Jl備品費 �16,600 

工業観光費工鉱′ 一一一･一..-r 冤--一･.一一･一■･.-..■▲.▲■--..▲･.･.･.㌔-.･.･.帆.･...■..■.▼▼▼.▼▲_ ��Bﾃ����

Lji_ー害防除垂互- E鉱工業振興費 决ーJJー¶--一一一一一--A- 食糧費 j食糧費 2,000 

12,000 14.608,202 

(款)産業経済費 

営繕.～Pl維持修繕費l 剴c�津����

F 戸工事請負費 剴c��ﾃ����づ����#"ﾃ����c3�ﾃ����

亘耳王室定員五官話語 (款)県庁費 

0蔵作　郎

次

藤与信川門井小国　今
()　　./.

O a o　か　　　　　　　　o

〓二三子雄次幸次茂寿
貞増健民重豊昌春

良　　子

と　み　子

郎治静男義了
1　嗣　　利忠和

村下山田藤本林川前取馬藤川木藤井村場

々

中野鹿も常尾小前川鹿川伊中勝内堀木馬0　　0.

1 Y　1　>　　O

O　　¢

ヽ　　L.I

? r

jiii]

貝

技術吏員兼事務吏員

事　務　吏　員

技　術　吏　員

技術吏員兼事務吏員

〟

主　　　事　　補

′′

用　　務　　員

技　術　JfLT　員

〝

補買　　士員

ん　吏

〃　〃　師　導　〃

か　術

捧持　　汽技

〟

･JG J=

職　長長

係務

節

庶

指　導　係　長

能登川支所主任

高良支所主任

庶　務　係

〝

係

〃　導　〃　〃　〃　〃　〃　〃

指

′′

能登川支所
〝

所支良高

〃　　〃

歳　出

科目 剽"�ﾂ��｢� 

項目 剞ﾟ ��r����� 

繊維工業榊所費! 職員費 所費 �14,594.202 � 

10,878,691 吏員給5,351,400 給料1湖3,800 職員手当3,683.491 

2,118,786 

l ��

旅費 ��Cbﾃン����津s���#�b縱Sr�

消耗品費 

燃料費 

食糧費 田づン��

印刷製本費 鼎津����

光熱水費 262,038 

通信運搬費 149,572 

手数料 9,700 

借料及損料 600 

修繕料 450,524 

工事請負費 250,000 

備品費 395,095 

負担金補助及交付金 �#�ﾂ�L2�

試験指導費 
1.,596,725 

旅費 268.961 

報償費 
65,000 

消耗品費l 299,000 

燃料費 
165,000 

食棲費 
17,000 24,000 97,919 

印刷製本費ト 

光熱水費 

通信運搬費i �3"ﾃS���

手数料194,420 借料及損料3,000 委託料Z19,520 


